


















































































































































ことですが、ぼくは 20 年ほど前に 12 世紀と 13
世紀の遺物を整理して、点数を比較してみまし


















































































































































































































































































































































































らけが全部で 20 t 以上出土しています。大小
あって、大きなものの平均重量が 215g、小さ
なものの平均重量が 67g だったと思います。
それらすべてが酒を飲むのに使われたとは思い
ませんが、ある程度は使われていたと考えるな
ら、かなりの量の酒が必要だったはずです。と
なると、甕は酒甕として使用されていた可能性
は低くはないと思います。
　何よりも平泉の時期には、全国的に言えるこ
とですが桶が存在しません。曲物しかありませ
ん。ぼくが知るかぎりでは、新安沖海底遺物の
中に入っていた桶が最も古く、それは 14 世紀
前半頃のものだと思います。近年、若干古いも
のも発見されているようですが、さかのぼっ
ても 13 世紀後半頃でしょう。つまり、大型貯
蔵用具はなかったわけで、そういう意味では、
甕は非常に使い勝手のよいものだったと思いま
す。大甕は、超大型貯蔵具としてどうしても必
要なものであり、その制作技術が磨かれていっ
たのでしょう。すなわち、大甕を作ることがで
きるかどうかは、その窯を調べる時の重要な視
点なのです。そして先程、石室経塚のものを甕
の初現だとし、甕という形態がいつ生まれたの
か、ということにこだわったのも、甕が大きな
意味をもっているからです。
　先ほど中野さんもおっしゃっていたように、
「大甕は、かつては日常雑器というイメージだっ
た」といわれていました。これは近世や近代の
使用状況からもたらされたものです。しかし出
土状況を見ると、地方の交通と経済を掌握した
豪族の遺跡以外では発見されていないといって
も過言ではありません。そしてその大甕で酒を
造った可能性があるわけです。
　酒は宴会で使用していますが、当時の宴会と
いうのは上下関係を確認したり、合意形成の場
だったり、政治そのものです。そう考えると、
甕というのは非常に大きな意味を持っていると
思われます。そして、その中身を小分けする用
途を与えられていったものが、おそらく壺だっ
たと考えています。
　ということで、宗教的な意味で中世陶器がス
タートしたことに異論はないにしても、途中で
武士たちによって別の読み替えがされて、言い
かえれば初期武士の必須のアイテムとなり、武
士団の形成すなわち主従関係を確認する宴会と
ともに全国に広がっていったのではないか、と
いうのがぼくの話の結論です。
　以上です。ご清聴いただき、ありがとうござい
ました。
